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吉井耕一氏の撮影せる流星窟眞について

On　Mr．　K．　Yosii’s　Meteoric　Photographs．

　　　　　流星課長　　小　橿　孝　二　郎

By　K．　Komaki，　President，　Meteoric　Section，　O．　A．　A．

　　序　　言．　Introduction

　本邦に於て現在までに：撮影されたる流星爲眞は百個を多く出でない程で，諸

外挿に比して著しい遜色のある事は否定出船ない．しかし，数少V・この流星爲

眞中，廣島縣竹原町の吉井耕一氏（東亜天文協會流星課員）が實に昨年末々に

86個を獲られたことは一驚に値する事柄である．面こ」に，これを一撮まとめ

て，獲表する．次第である．

　e．1．、吉井氏が流星爲眞を試みられたのは，1934年（昭和9年）の獅子座流星群

活動期をもつて最初とする．爾來6．ケ年間に得られた爲眞数を集計すると，下

表（Table　1）の通りになる．　　　　　　　　　　　（Table　1）
　　　年度　　　　肉眼観測を俘ふもの　　　　左のなきざの　　　合計

　　　Year　With　Visual　Observations　Without　Vis．　Obs．　Tota1

193i
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　　　合計Total　　　　51　　　　　　　　　　35　　　　　　86

　観測は，1935年中の2個を筆者の宅（和歌山縣有田郡金屋）でなされたる以

外は，悉く竹原で行はれてるる．

　撮影器機はダルマイヤ・ペンタクスF2．9（Dallmeyer・Pentax），口aS　6　cm

を用ひてみるが；1939年中の2個はアブチF4．5，口径2．4　cmのものである．

使用乾板は，Eastman　50，　Isochrom，　Fuji　A1，0riental　Hyper・Panchroの

四種である．

　蒼2．肉眼観測を伴ふ51個の爲眞を第2表（Table　2）に示す．この中，最後の

爲眞は前記の爾種の爲眞機に撮られてみるものなので，1個として記す．流星

の出現黒占と治減勲は，爲翼乾板上の測定で，赤緯赤経共，度のll・oまで計算し

た．春分黒占は1900．0年である．No．2は小門茂代氏の肉眼観測によった．（こ

れは吉井氏の観測なし．）No．4及No．10は，消滅黒占が乾板外であるので，乾

板の端の位置を治罰黒占の欄に記した．No．　9は獲光勲が乾板外なので，同様に

乾板の端の位置を記してみる．No．22は，経路が地上の森影に波したる：爲・

其の瓢を記した．
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馨、3．第1表の50個の流星を，流星群別に，流星数，田均綴績時間，耶均光

度，痕を絶つ流星藪を統計すれば次表（Table　3）の通りである．　、（Table　3）

流星群Swarms
Meteors

ｬ星数

糟㎞IM臨・加由1挙均雛績苧　ZF均光度　1　有痕のもの
Having　train（％）

Perseidsペルセ群

nrionidsナリオン群

keonids獅子群

feminids双子群

5
1
1
5
1
0

ド0．65

O56

Oβ4

P．06

一〇．40

¥〇，18

|0．50　ρ一〇．20

5　（100）

P1（100）

T　（100）

R　（30）

濾鴇、欝脇副・・1…卜・・6i
・・㎞其他　11gl…レ・53i　・2（63・

　総数50個の中，31個（62％）が四大流星群に：霧することは，二二乾板の露出

を，滑れら流星群の活動期に多く行った爲でもあるが，又，光度の聖なるもの

を多く含む誰左でもある．糧績時間では，流星群に属せざるものの方が，流星

群に属するものよりも目立って長い．四大流星群中，双子群が最：も長いのは，

流星の見かけの速度が遅いことから，等割のことである．他の三個はほし“同程

度の値を示してみる．午均光度は，やはり流星群に蜀せざる流星の方が大であ

る．痕は，双子群を除いて，他の流星群に属するものは全部が有ってみる職は

注目に値する．流星群に属せざる流星は，痕を持つものが約3分の2である．

　員4．経路の長さ（護光黙と消滅黒占との間の角度）を纏績時間で除して，角速

度を計算し，光度別に統計すると，次表（Table　4）を得る．　　　（Table　4）’

ヨ 唱

’Magn． Angula「Vel■ Meteors IExtreme Having　train（％）
光　度

角速度（ZF均）　　　　　　　　　「 流星数

　
　
雨
極
端
値
3 痕あるもの

一5 8．3。 1 8．3 1　（100）

一4 8．2 2 6．2－10．0 2　（100）

一3 8．9 2 85－9．3 2　（100）

一2 3．6 8 1．3－7．4 6　（75）

一1 5．6 6 3．2－8．5 3　（50）

0 5．2 9 0．8－8．3 6　（67）

1 5．7 16 0．9－13．5 11　（69）

2 7．0 5 3．3－9．8 4　（80）

　干均して，角速度が小であれば，微光の流星でも撮影可能になることが豫想

されるが，本表では，幾らか其の傾向が見える．しかし一2等及び＋1，十2等

の流星では，却って逆な結果を生じてみる．乾板より測定した角距離を，肉眼

観測の呼野時間で除した爲，角速度も幾分小さく見積った事になり，又，’0．5秒

以下の綴績時間は，観測誤差が大きくぴビくので，丁丁に近い結果が出なかつ
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たのかも知れない。

　痕の存在は，幾分撮影可能を増加するものと考へられるが，上表によって見

らるS通り，光度小宏るもの程，痕の存在するものの割合が多い．尤も，一5等

乃至一3等は流星藪が少く，一2等のものも，一寸不釣合になってはみるが．

　覆5，次（Table　5）に，光度と色々の關係を統計して見た．　　（Table　5）

一5　1－4 一3 一2 一i撃 1 2 計Total

Blue　青

Whfte　白

Yellow黄

Red　赤

1

2　i　1　1　1　1　1

1

1　，　4　1　2

1

9
臼
－
4

1

3

2

6・ P　2

10

5

19

2

　流星藪が5個以上の，一2等乃至＋1等のあたりでは，幾分青白系統の流星数

の比が大であるが，これを以て断定は下し難い．

　馨6．50個口流星像の光度攣化を調べて，圖にしたのが第410－411頁である．

各圖の下側に入れた旺劃は，特に歎宇を記入したものの外は，青光黙より角度

1。つつの位置である．1。以下のものは0，5。を入れ，特に長経路のものは5。つつ

にした．何れも，左端が獲光黒占，右端が清滅貼である．（第400頁斜照）

　この光度曲線を，下の如き規律で分類を試みたe

　　A．光のほ讐一様な，滑らかなもの；（Uniform　and　smooth）

　　B．極大は1回で，光度半白一般に徐々なるもの；（Amaximum；slow）

　　C．2回，若しくは其れ以上の，極大を有するもの；（More　matiima）

　　D。著しき急速なる攣動あるもの；（Rapid　variations）

　　E．経路の末端近く著しき爆獲的壇光あるもの．（Explosion）（Table　6）

智v騨蟹i糠鐙　i％同左百分率 Swarm　meteors
ｬ星数に騒するもの

％同左（百分牽）

A
B
C
D
E

5
1
3
2
6
3
3

10

Q6

T2

U
6

　　　　2

@　　　8
@　　　17

p
　
・
i
　
　
　
2
i

6
2
6
5
5
6
6

Tota1合計 50 ・・　1

　これ（Table　6）によって見らるs如く，　C型が最も多く，全数の牛以上を占

め，次でB型が多く，全twゐ　y4を占めてみる．流星群に属するもののみの百
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分率は，全流星の百分率と

大差はない．

　次に，最大光輝の位置で

あるが，先づ，最大光輝の

位置があまり明瞭でなV、も

の（2個），同程度の極大2個

あるもの（6個），浩滅貼叉

は獲光黒占が乾板外にあるも

の（3個），浩滅貼が地上の

景物にがくれたるもの（1

個）及び，経路の30％以上

が最大光輝の光を持引せる

もの（5個）を除いて，最大

光輝の位置がかなり明瞭な

るもの（33個）の位置を測定

した．この位置を，嚢光黒占

よりろioつつに分けて統計

すると，次表（Table　7）の

通りとなる．

　亥表に於て，流星群に属

する流星の最：大光輝が他の

ものよ．りも午均して，後方

に（浩滅顯に近く）ある様で

ある．4個の流星群中，獅

子魚群に回する流星は，揃

って0．7以後に最大光輝を

示し，ペルセ群では，これ

と逆の結果になってみる．

他の2流星群は，最大光輝

が廣範園に分布してみる．

　壱7．　以上で一先づ摘筆

することにする．・爲眞板上

の経路から輻射勲決定の仕

事が残って居り，又，肉眼

観測の誤差の研突調査も営
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（Table　7）
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然論じ得る資料がある．一・：方，光度曲線も，もっとつきつめた研究をすべきで

あったが，稜表が遷延するのを恐れるので，．これらは次回にゆつる事とした．

以上で，吉井氏の功績が如何に大であるか御承知を願ひたい．（1940－9－15）

ABSTRACT：　Table　1　shows　the　annual　numbers　of　the　photographed　me－

teors．　Table　2　shows　details　of　those　accompanied　with　visual　observations．

Tables　3，　4　and　5　are　some　statistical　analysis　according　to　swarms，　magni－

tudes　and　cDIDurs　respectiyeSy．　The　50　figures　（scales　are　usually　given　by

degree　unless　otherwise　stated）　show　the　photometric　variations　of　each　dis－

play　along　its　path，　which　are　also　analysed　according　to　their　types　of　cur・

ves　in　Table　6．　Table　7　gives　the’ р奄唐狽窒奄b浮狽奄盾氏@of　the　rnaximum　brightness

along　the　path　scaled　each　by　the　tenth　of　the　whole　length．　The　Leonids

are　decidedly　revealed　to　be　maximum　in　the　latest　part，　as　compared　with

otherg．．　More　detailed　studies　will　follow．　（September　15，　1940．）


